添付の CD - R 〇 Mr 保守 • 管理ツール CD - ROM およびバックアップ CD - R 〇 M 」 にバンドルされている 
Express 5800シリーズ統合管理アプリケーション 「 ESMPRO 」 について説明します。 


概要(―114ページ） . 

ESMPRO/ServerManager (■ 


. ESMPR 〇の概要や特長について説明します。 

118ページ） . 管理 PC にインス!-ールし、本装置を監視するア 

プリケーシヨンです。インストールの方法やイン 
ストール後の注意事項について説明します。 
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本装置にインストールされているアプリケーシヨ 
ンです。コントロールパネルから詳細なセット 
アップをする方法について説明します。 








概要 

添付の CD-R 〇 Mr バックアップ CD-R 〇 M」 には、 Express 5800シリーズを管理するアプリケーション 
「ESMPRO/Se「ve「Agent_^V\> ドルされています。 ESMPR 〇 /ServerAgent と通信を行いネットワーク 
上の管理 PC から本装置を監視するアプリケーション 「ESMPRO/Se「ve「Manage「」ttnS，- 管理ツール 
CD-R 〇 M」 にバンドルされています。 

ESMPRO/ServerManager、ServerAgent は、サーバシステムの安定稼動と、効率的なシステム運用を目 
的としたサーバ管理ソフトウェアです。サーバリソースの構成情報•稼動状況を管理し、サーバ障害を検 
出してシステム管理者へ通報することにより、サーバ障害の防止、障害に対する迅速な対処を可能にしま 
す0 


• サーバ管理の重要性 


サーバの安定稼動を保証するためには、サーバ管理の負担を軽減する必要があります。 

_ サーパの安定稼動 

サーバの停止は、即、お客様の営業機会、利益の損失につながります。そのため、サーバはつねに 
万全の状態で稼動している必要があります。万一、サーバで障害が発生した場合は、できるだけ早 
く障害の発生を知り、原因の究明、対処を行ラ必要があります。障害の発生から復旧までの時間が 
短ければ短いほど、利益 (コス ト)の損失を最小限にとどめることができます。 

-サーバ管理の負担軽減 

サーバ管理には多くの労力を必要とします。とくにシステムが大規模になったり、遠隔地にある 
サーバを使用していたりするとなればなおさらです。サーバ管理の負担を軽減することは、すなわ 
ちコストタ'ウン(お客様の利益)につながります。 

• ESMPRO/ServerManager、Server Agent とは？ 

ESMPRO/ServerManager , ServerAgent は、ネットワーク上の Express 5800シリーズを管理 • 監視 
するサーバ管理ソフトウェアです。本製品を導入することにより、サーバの構成情報 • 性能情報•障 
害情報をリアルタイムに取得 • 管理 • 監視できるほか、アラート通報機能により障害の発生を即座に 
知ることができるようになります。 

• ESMPRO/ServerManager、ServerAgent の利用効果 

ESMPRO/ServerManager、ServerAgent は、多様化 • 複雑化するシステム環境における様々な二一 
ズに対して十分な効果を発揮します。 

-サーバ障害の検出 

ESMPRO/ServerAgenttt、Express 5800シリーズの様々な障害情報を収集し、状態の判定を行い 
ます。 サーバで 異常を検出した場合、 ESMPR 〇 /36「ソ6「1\/1311396「へアラート通報を行います。 

-サーバ障害の予防 

ESMPR 〇 /ServerAgent は、障害の予防対策として、事前に障害の発生を予測する予防保守機能を 
サポートしています。筐体内温度上昇や、ファイルシステムの空き容量、ハードディスク劣化など 
を事前に検出できます。 
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-サーバ稼動状況の管理 

ESMPRO/ServerAgenttt, Express 5800シリーズの詳細なハードウェア構成情報、性能情報を取 
得できます。取得した情報は巳31\/^1^〇/36「ソ6「1\/13旧96「を介してどこか6でも参照できます 0 

-分散したサーバの一括管理 

ESMPRO/ServerManagertt ,ネットワーク上に分散したサーバを効率よく管理できる GUI インタ 
フェースを提供します。 
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サーバ障害の検出 


ESMPRO/ServerManager , ServerAgent は障害につながる異常を早期に検出し、リアル 
タイムに障害情報を管理者へ通知します。 

• 早期に異常を検出 

万一の障害発生時には、 ESMPR 〇 / ServerAgent が障害を検出し、 ESMPRO / 
36「ソ6「1\/13旧96「へ障害の発生を通報(アラート通報)します。 ESMPRO/ServerManager 
は、受信したアラートをアラートビューアに表示するとともに、障害の発生したサーバ 
の構成要素の状態色を変化させることにより、一目で障害箇所を特定できます。さらに 
障害内容や対処方法を参照することにより、障害に対して迅速に対応できます。 

• 通報される障害の種類 

ESMPR 〇 /ServerAgent で通報される代表的な障害には、次のようなものがあります。 


通報区分 

通報内容 

CPU 

• CPU 負荷しきい値オーバー 

• CPU 縮退など 

メモリ 

ECC 1 bit エラー検出など 

電源 

• 電圧低下 
• 電源故障など 

温度 

筐体内温度上昇など 

フアン 

ファン故障(回転数低下)など 

スト レー ジ 

• ファイルシステム使用率 
• ハードディスク劣化 

LAN 

• 回線障害しきい値オーバー 

• 送信リトライ，送信アボートしきい値オーバーなど 


サーバ障害の予防 


ESMPR 〇 /ServerAgent は、障害の予防対策として事前に障害の発生を予測する予防保守機 
能をサポートしています。 

ESMPRO/ServerManager , ServerAgent は、サーバの各リソースに対して「しきい値」を 
設定できます。設定したしきい値を超えると、 ESMPR 〇 /ServerAgent は、 ESMPR 〇/ 
361^/6「1\/|3门396「へアラートを通報します。 

予防保守機能は、ハードディスク、筐体内温度、 CPU 使用率など様々な監視項目に対して設 
定できます。 
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サーバ稼動状況の管理 


ESMPR 〇 /ServerAgent は、サーバの様々な構成要素を管理•監視します。 ESMPRO/ 
ServerAgent が管理 • 監視する情報は、巳31\/^1^〇/361^/6「1\/|31^96「のデータビューアで参 
照できます。 

また、ハードディスク • CPU •メモリ•ファン•電源•温度といった、サーバの信頼性を高 
いレベルで維持するために必要なものはすべて管理 • 監視します。 


分散したサーバの一括管理 


ESMPR 〇 /36「ソ6「1\/13旧96「が提供する優れた6111によリ、 ネットワーク上のサーバを一括管 
理できます。管理画面はエクスプローラ形式になっておりサーバの各構成要素を階層的に表 
示するので、効率よくサーバを管理できます。 

ESMPRO/ServerManagerrtt、 次の3種類の GUI を利用してサーバを管理します。 

• オペレーションウインドウ 

ネットワーク 上に接続され ているサーバのマップを 作成し管理します。 マップは、 設置 
場所、組織、目的などにより階層化できます。 

• データビューア 

サーバリソースの構成情報をエクスプローラ形式で表示します。また、異常となった 
サーバの構成要素の状態色を変化させることにより、障害箇所を容易に特定できます。 

• アラートビューア 

各サーバの障害通報を一元管理します。サーバで発生した障害は、ただちにアラート 
ビューアに通報されます。管理者はネットワーク上のあらゆる障害をいち早く認識でき 
ます。 
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ESMPRO/ServerManager 

巳31\/^卩〇/36「ソ6「1\/131^96「をインストールする方法やインストール時、インストール後の注意事項につい 
て説明します。 


動作環境 


ESMPR 〇/36 「ソ 6 「 1\/|3 阳 96 「を動作させること ができる ハー ドウエア /0S 環境は 次の通りで 
す。 

M-0 製品ライセンスについて 

ESMPRO/ServerManager は 、 Windows 2000/Windows NT 4.0、Windows 
95/98/Me 上で動作しますが、 1 ライセンスにつき、 1 つの OS 上でのみ使用可能です。 

八ードウエア 

-インストールする装置* 巳 31\/^ 卩〇 /36 「ソ 6 「 1\/|3 阳 96 「がサポー トするオペレー 

ティングシステムをインストール可能なコンピュータ 
* Intel Pentium IIプロセッサ、 Celeron 300MHz 以上、 
または同等クラスの互換プロセッサを推奨します。 

-メモリ 〇 S の動作に必要なメモリ十 20MB 以上 

-ハードディスクの空き容量 70MB 以上 

(詳細についてはこの後の「セットアップの前準備」を参照 
してください） 

OS Windows 95/98/Me 

Windows 2000 

Windows NT 4.0 (Service Pack 4 以上） 

I H -〇 Windows 95/98/Me 上では 、 Systems 
Management Server(SMS) および ARCserve 
との連携機能は使用できません。 

推奨管理台数 1 つの巳 31\/^6 〇 /36 「ソ 6 「 1\/|3 旧 96 「で管理できるサーバの 

台数に制限はありませんが、運用上、管理できるサーバ 
の台数の目安として、以下の値を参考としてシステムを 
構築してください。ただし、システムに搭載しているメ 
モリ容量や 巳 31\/^1^ 〇 /56 「ソ 6 「 1\/|3 旧 96 「と同時に動作さ 
せるアプリケーシヨンの有無によって管理できるサーバ 
の台数が減少する場合があります。 

Windows 2000 /Windows NT 4 .0: 250台程度 

Windows 95/98/Me: 100台程度 
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ットアップの前準備 


インストール、ならびにセットアップの前に必ずお読みください。 

ネットワークサービスの設定 

プロトコルは TCP/IP を使用します。 TCP/IP が正常に動作するように設定を行ってくださ 
い。 

NetWare サーバの管理を行う場合は、さらに、 NetWare クライアントとして使用するために 
必要なプロトコルの設定を行ってください。 


セキュリティの設定 - ESMPRO ユーザー グループの設定 ■ 

Windows 2000/Windows NT 4.0 が動作しているコンピュータにインストールする場合 
は、管理ツールのユーザーマネージャで巳31\/^1^〇/361^^「1\/|311396「を使用するためのセキュ 
リティとして ESMPR 〇ユーザーグループを追力□する必要があります。ここで設定したグルー 
プ名(既定値は 「Administrators」) をインストール時に指定してください。 

I n-O ESMPRO ユーザー グループをグローバルグループとして登録する場合は、同じ名前の □一 
5^ カルグループが存在しないようにしてください。また、バックアップドメインコント□ーラ 
の場合は必ずグローバルグループを指定するようにしてください。 


インス I -ール時に必要なディスク容量の確認 

ESMPR 〇/36「ソ6「1\/^396「をインストールするハードディスクには、約 70MB の容量が必要 
です。 

ただし、インストールを行うドライブのクラスタサイズによって実際に必要なディスク容量 
は変化しますので注意が必要です。 

またインストール時には、上記のディスク容量に加えて環境変数 TEMP で示されるディレク 
トリに作業用ファイル(約1 0MB) が作成されます。 

環境変数 TEMP が設定されていない場合は、任意のディレクトリ（通常はシステムディレクト 
リ）に作業ファイルが作成されます。 
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運用中に必要なディスク容量の確認 


インストール時に指定したディレクトリに十分な空き容量を用意して使用してください。既 
定値では、システムドライブの 「¥P「og「ann Files¥ESMPRO」 が設定されています。 

運用時に追加されるファイルには以下のものがあります。必要となるディスク容量を計算す 
るときの目安にしてください。 

• 統計情報自動収集 

1サーバにつき1回の情報収集に約 20KB のディスク容量が必要です。 

• アラート 情報 

アラート1件につき、約 1KB のディスク容量が必要です。 

• その他 

オペレーションウィンドウ上に登録されたサーバの管理のために上記以外に約10 MB の 
ディスク容量が必要です。 


旧バージョンの ESM ( PRO )/ Serve 「 Manage 「 がすでに 
インストールされている場合 


ESM/ServerManager Ver.2.0/2.1 ,または ESMPRO/ServerManager Ve「.2.6/3 .〇〜 3.4/ 
3.7 がインストールされている場合は、 ESMPRO/ServerManager Ver.3.8 にアップデート 
インストールすることができます。ただし、\^「.2.6以前の巳31\/^1^〇/361^/6「1\/|3旧96「の場 
合は、 アラー トデータが引き継がれません。 

上記以外のバージョンの巳31\/^6〇/36「ソ6「1\/13旧96「がインストールされている場合は、対応 
するバージョンのセツトアッププ□グラムを使用してアンインスI-ールした後にインストー 
ルをしてください。 


他の ESMPRO 製品を同じマシンにインストールする場合 

他の ESMPR 〇製品よりも先にインストールしてください。 


最大レジストリサイズの設定 

Windows NT Workstation で動作するコンピュータにインストールする場合には、レジス 
トリサイズを十分なサイズに変更する必要があります。最大レジストリサイズを 12MB 程度 
に変更してください。最大レジストリサイズは、[コント□ールパネル]の[システム]で変更 
できます。 

ただし、 ESMPR 〇/361^^「1\/|3阳96「のインストール中にレジストリクォータ不足のメッセー 
ジが表示された場合は、最大レジストリサイズをさらに大きな値に変更してください。その 
後、巳31\/^1^〇/361^/6「1\/131^96「をアンインストールして、再度 ESMPRO/ServerManager 
をインストールしてください。 



インス I ル 


A . I . 穿. rt ..!¥ kri 雜乱..祭::: 

ESM Alert Service 
ESM Base Service 
ESM Command Service 
ESM Expert Service 
ESM Logging Service 
ESM Remote Map Service 
ESM Rule Service 


停止® 


自劻㈤ 



閉じる凶 


ヘルフ *( il ) 



巳31\71卩1^〇/361^/6「1\/13旧96「のィンストールについて説明します0 


使用するインストールディスクについて 

本装置の監視には、添付の「保守 • 管理ツール CD - R 〇 M 」 に格納されている ESMPRO / 
ServerManagei^—m してく ださい。 

すでに他の装置に添付されている巳31\/^8〇/36〜6「1\/|3旧96「をお使いの場合は、パージョン 
が 3.8 1以上であれば問題なく監視することができます。 

パージョンが 3.81 より古い場合は、本装置に添付されている ESMPR 〇 /ServerManagerC 
よりアップデートインストールを行ってください。 


インストール前の注意事項 

インストールを始める前に次の注意事項をお読みください。 

• Windows 95/98/ Me の場合 

すでに ESMPR 〇 / Netvisor がインストール済みである場合は、 ESMPRO / 
36「ソ6「1\/13旧96「のインストールを行う前に、次の手順に従って ESMPRO / Netvisor の 
サービスを停止させてください。 

サービスの停止を行わなくてもインストールできますが、セットアッププ□グラムの起 
動にかなりの時間がかかることがあります。 

1. スタートボタンから、[プログラム]— 

[ESMPRO] の順でポイントし、[サービ 
ス制御]をクリックする。 

[サービス制御]ダイアログボックスが表 
示されます。 


2 . —覧に表示されているすべてのサービス 
を停止する。 


_サービス制_ 


圏 

目自 


1--94口 ：？1_-ロ ム ロ-0.-.口- i.-. 口- JL-. ロム 

n y -mr^m—nT^rTr-n^rTT-^ 


一 d 


i 觔勒 Ijb 勖觔勒社 
一白白白白白白白 
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• Windows 2000 /Windows NT 4.0 の場合 


すでに存在するディレクトリにインストールする場合、そのディレクトリに ESMPRO / 
361^^「1\/13旧96「が動作するのに必要なアクセス権が設定されていないと正常に動作でき 
なくなります。 

存在しないディレクトリに ESMPR 〇/36「ソ6「1\^旧96「をインストールする場合は次のア 
クセス権がインストーラによって設定されます。 

Administrators Full Contro !( AII )( All ) 

Everyone Read ( RX )( RX ) 

SYSTEM Full Control ( AII )( AII ) 

また、インス I ル時にデフォルト ( Administrators ) 以外の ESMPR 〇ユーザーグループ 
を指定した場合は、 ESMPR 〇ユーザーグループにフルコントロールのアクセス権が設定 
されます。 


• アップデ ート インス! -ー ルについて 

すでに ESMPRO / ServerManagei^V 
ンストールされている場合は、システ 
ムの調査終了後に右のメッセージが表 
示されます。画面の指示に従って処理 
してください。 



令 離 、ます。 


[13： [:™ '：] UL 1 え (.N) j 


なお、 ESM/ServerManager Ver .2.0/2.1 ,または ESMPRO / Se 「 ve 「 Manage 「 Ve 「.2.6/ 
3.0 〜3.4/3.7以外のバージョンがインス I ルされている場合にはアップデートインス 
I -ールは行えません。対応するバージョンのセットアッププ□グラムを使用してアンイ 
ンストールした後にインスト _ ルを彳了ってください。 

• 0 S のアップグレードを行う場合 

Windows NT 4.0にすでに ESMPR 〇/361^^「1\/|3旧96「がインストールされている環境か 
6 Windows 2000への上書きインストールを行うときは、その前にいったん ESMPR 0/ 
36「ソ6「1\/|3旧96「を削除してください。 

その後、改めて巳31\/^卩〇/361^^「1\/13旧96「のィンストールを行ってください。 


インストール手順 


ESMPR 〇/36〜6「1\/1311396「は次の手順で管理卩(：にィンストールします。 


1 . Windows 2000/Windows NT 4.◦の場合は、 Administrator 権限を持つユーザーでログオンする。 

2. 「保守 • 管理ツール CD-ROM」 を CD-ROM ドライブにセットする。 

Autorun 機能により 「Install Menu」 が自動的に表示されます。 

本体に接続された CD-R 〇 M ドライブ、またはネットワーク上で共有された CD-R 〇 M ドライブで 
もかまいません（以下、これらをまとめて「 CD-ROM ドライブ」と呼ぶ）。 













w ■〇圍 

ネットワーク上の CD - ROM ドライブから実行する場合は、ネットワークドライブの割り当てを 
行った後、そのドライブの「¥旧 ENU ¥1 ST . EXE 」 を実行してください。エクスプローラのネッ 
トワークコンピュータからは起動しないでください。 


3. 「ESMPR 〇」をクリックする。 

ESMPR 〇セットアップが起動し、メイン 
メニューが表示されます。 


4. ESMPRO セットアップのメインメニューで 
「ESMPRO/ServerManager」 を選択する0 


5. [インストール]をクリックし、[次へ]ボ 
タンをクリックしてください。 

以降はダイアログボックス中のメッセー 
ジに従って操作を進めてください。 

セツトアップが終了するとインストール 
の完了を知らせるダイアログボックスが 
表示されます。 



処理を逞択してください。 


'トール 


戻る （ g )[ 次へ(吣 > 丨_ WM _| 


6 . [〇 K] ボタンをクリックし、システムを再 
起動する。 


TOM 




令 


離恐た。 


する I 


•には再起觔が必要です。 



謂::：， 


関連ユーティリティ 


ESMPRO/ServerManager 


ESMPRO セ，トア 9 フ 灣 

-SMPRO セツド r ッブ 


メインメニュ- 


スサーバ 
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アンインストール 


財.那雜乱..色:: 

ESM Alert Service 
ESM Base Service 
ESM Command Service 
ESM Expert Service 
ESM Logging Service 
ESM Remote Map Service 
ESM Rule Service 


停止® 


論凶 



閉じる公 


ヘルフ *( M ) 


サービス名 ㈤ 


状態 


スタートアツフ* 


巳31\/^1^〇/36「\/6「1\/|31^96「のアンインストールの方法について説明します。 

アンインストール前の注意事項 

アンインストールを始める前に次の注意事項をお読みください。 

• Windows 95/98/Me の場合 

すでに ESMPR 〇 / Netvisor がインストール済みである場合は、 ESMPRO / 
36「ソ6「1\/|3旧96「のアンインストールを行う前に、次の手順に従って ESMPRO/Netvisor 
のサービスを停止させてください。サービスの停止を行わなくてもアンインストールで 
きますが、セットアッププログラムの起動にかなりの時間がかかることがあります。 

1. スタートボタンから、[プログラム]一 
[ESMPRO] の順でポイントし、[サービ 
ス制御]をクリックする。 

[サービス制御]ダイアログボックスが表 
示されます。 


2 . 一覧に表示されているすべてのサービス 
を停止する。 


何らかのサービスが起動してぃると、アンインストール処理が遅くなることがあります。ア 
ンインストールを行う前にスタートボタンから[プログラム]- [ ESMPRO ] をポイントし、 

-[サービス制御]をクリックし表示されたダイアログボックスで一覧に表示されてぃるすべ 

てのサービスを停止させてからアンインストールしてくださぃ。 

• ESMPRO/ActiveRecoveryManager^ CLUSTERPRO/ 
ActiveRecoveryManager 、 および ESMPRO/AlertManager との共存時のアンイ 
ンストールについて 

上記製品をインス I -ールしている場合は、これらを先にアンインストールしてから 
巳31\/^1^〇/361^^「1\/13旧96「をアンインストールしてください。 

• 他の ESMPRO 製品との共存時のアンインス I ルについて 

巳31\^卩〇/36「ソ6「1\/13旧96「と他の巳31\/^闩〇製品が共存している場合に巳31\/^卩〇/ 
361^^「1\/13旧96「をアンインス I ルした場合は、システムを再起動してから使用を再開 
してください。 


m サービス制御 


.0 

自 


g 始始始 ^h^^tl- 

日口日 I ^ J 日只〇ーヰ ntI^J 


-d 


• i 勒勒勒勒勒勒朴 
I 自白白白白白白 
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• ESMPRO/Netvisor との共存時に、 ESMPRO/Netvisor をアンインス!ルした場 
合について 

巳 31\/^1^ 〇 /36 「ソ 6 「 1\/13 旧 96 「と巳 31\/^1^ 〇 /^1^3 〇「と巳 31\/^1^ 〇 / 他 1^3 〇「ルータ管理をイ 
ンストールしている場合、 ESMPRO/Netvisor と ESMPRO/Netviso 「ルータ管理をアン 
インストールし、 ESMPR 〇/36 「ソ 6 「 1\/|311396 「だけで運用すると、 オペレーションウィン 
ドウが「定義ファイルに不整合箇所が見つかりました。ファイル内容を修正するかファイ 
ルを削除してください。」と表示して起動できなくなります。 

ダイアログボックスに表示されたファイルを削除すると起動できるよラになります。削 
除対象となるファイルは 「IPM 1 .DEF」 です。 

同様に、 ESMPRO/ServerManagei^ESMPRO/NetvisoAESMPRO/Netvisor HUB 
管理をインストールしていたときに、 ESMPRO/NetvisorchESMPRO/Netvisor HUB 管 
理をアンインストールして 巳 31\/^ 闩〇 /36 「ソ 6 「 1\/|3 旧 96 「だけで運用しようとすると、 オペ 
レーションウィンドウが「定義ファイルに不整合箇所が見つかりました。ファイル内容を 
修正するかファイルを削除してください。」と表示して起動できなくなります。 

この場合もダイアログボックスに表示されたファイルを削除すると起動できるよラにな 
ります。次のファイルが削除対象になります。 

AT310EM1.DEF 

ATHUBM1.DEF 

この他の組み合せでも ESMPR 〇 /Netvisor と他の ESMPR 〇関連製品を同時にインスI 
ルしている状態から、 ESMPRO/Netvisor のみをアンインストールした場合や AMIB 定義 
ファイルを ユーザー が独自に作成している場合に、オペレーションウィンドウが起動で 
きなくなることがあります。この場合もダイアログボックスに「定義ファイルに不整合筒 
所が見つかりました。ファイル内容を修正するかファイルを削除してください。」という 
メッセージとともに該当ファイル名を表示します。該当ファイルを削除あるいは修正し 
てください。 


アンインストール 

アンインストールするときは次の手順に従ってください。 

1. ESMPR 〇フォルダを開いている場合はフォルダを閉じる。 

2. 「インストール」の「インス I ル手順」を参照して ESMPR 〇 /56 「ソ 6 「 1\/|3 旧 96 「のセッ トアッププロ 
グラムを起動する。 

[処理の選択]ダイアログボックスが表示されます。 

3. [アンインストール]をクリックし、[次 
へ]ボタンをクリックする。 

以降はダイアログボックス中のメッセー 
ジに従ってアンインストールしてくださ 
い。 
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インストール後の補足説明 


巳31\/^1^〇/36「\/6「1\/|31^96「をインスI — ルした場合は、次の点について確認してください。 

ディスクアレイ監視について 

Linux システム上の Mylex ディスクアレイシステムの監視は、アラート通報による状態監視の 
み可能です。（本装置ではディスクアレイをサポートしていません。補足として説明してい 
ます。） 

データビューアで、 Mylex ディスクアレイシステムの構成 • 状態を参照することはできませ 
ん〇 


型名 

ディスクアレイコントローラポードの種類 

管理 ツールの 種類 

N 8 103-52 

Mylex AcceleRAID 16〇 


N 8 103-53 

Mylex AcceleRAID 352 


N 8503-12 

Mylex DAC 960 PDU 


N 8503-18 

SCSI コント□ーラ(ディスクアレイ用） 


N 8503-19 

Mylex DAC 960 PG (4 MB SIMM ) 


N 8503 -28 

Mylex DAC 960 PG (32 MB SIMM ) 


N 8503 -36 

Mylex DAC 960 PJ 

Global Array Manager ( Client ) 

N 8503-36 A 

Mylex DAC 960 PJ 


N 8503 -43 

Mylex DAC 1164 P (3 チヤネル） 


N 8503 -44 

Mylex DAC 960 PTL 


N 8503 -49 

Mylex DAC 1164 P (2 チヤネル） 


N 8503 -52 

Mylex AcceleRAID 160 


N 8503-53 

Mylex AcceleRAID 352 



表は ESMPR 〇がサボートするディスクアレイコントローラボードです。 

各装置がサボートするディスクアレイコントローラボードと異なる場合があります。 


ESMPRO/ServerManagerTWindows 2000/Windows NT のエージェントのデイスクアレ 
イを監視するためには、ディスクアレイコントローラの製造元が提供する管理ツールをイン 
ストールしておかなくてはなりません。 

使用するデイスクアレイコント□ーラボードに合わせて次の管理ツールをインスI-ールして 
ください。 
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旧バージョンの ESM エージエントの管理を行う場合 

この巳31\/^1^〇/36^^「1\/|31^96「で旧バージョンの巳31\/^1^〇/361^/6|7\96门1：を使用している 
サーバも管理できます。ただし、表示できない項目があります。 

ESMPR 〇 / ServerAgent 側も最新バージョンにアップデートすることをお勧めします。 

セキュリティについて (Windows 2000 /Windows NT 4.0 のみ） 

巳31\/^卩〇/36「ソ6「1\/1311396「を使用するためのセキュリティとして、 ESMPR 〇ユーザーグ 
ループを設定してください。管理ツールのユーザーマネージャで ESMPR 〇ユーザーグルー 
プを作成し、 ESMPR 〇/36「ソ6「1\/|31^96「を使用するユーザに、この権限を与えてください0 
使用する ESMPR 〇ユーザーグループはインストール時に指定し、既定値 「 Administrators 」 と 
なっています。 

また、このセキュリティを有効に機能させるために ESMPRO / ServerManagei^NTFSOK 
ライブにインストールすることを推奨します。 

ESMPR 〇 ユーザー グループをグローバルグループとして登録する場合は、同じ名前の □一 
カルグループが存在しないようにしてください。また、バックアップドメインコントローラ 
の場合は必ずグローバルグループを指定するよラにしてください。 

他社製 SNMP 管理アプリケーションとの共存について 

SNMP トラップの受信を行う他社製 SNMP 管理アプリケーションと ESMPR 0/ 
36「\^_3阳96「とが共存している場合は、トラップ受信ポートの競合が発生し、どちらが一 
方の製品で SNMP トラップを受信できなくなることがあります。そのような場合は、下記に 
示す方法で回避することができます。 

【回避策1 ](Windows 2000 /Windows NT 4.0 のみ） 

他社製 SNMP 管理アプリケーションが〇 S 標準の SNMP Trap Service を使用したトラッ 
プ受信をサポートしている場合は、巳31\^8〇/36「ソ6「1\/^396「の設定を次に説明する方 
法で変更することで回避することができます。 

ESMPR 〇/361^^「1\/131^96「の才ぺレーションウィンドウから[オプション]—[カスタマ 
イズ]—[自マネージャ]で [ SNMP トラップ受信方法]を [ SNMP トラップサービスを使用 
する]に変更する。 

■ I ： SNMP トラップサービスは SNMP サービスを組み込むことで同時に組み込まれますが、 

初期状態ではサービスは開始してぃません。コントロールパネルのサービスを起動し、 

- SNMP Trap Service を開始させてくださしヽ(スタートアップの種類を[自動]に設定して 

おくと便利です)。 

ただし、以下の制限があります。 

• NetWare サーバからの IPX プロトコルによるトラップを受信した場合、発信元のホス 
卜名(サーバ名)を特定できません。 

• オペレーションウィンドウの[オプション] — [カスタマイズ] — [動作環境]で設定す 
る、 SNMP コミュニティ名によるトラップバケットの受信制限機能が使用できなく 
なります。 
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【回避策 2 】 

次に説明する ESMPR 〇 / ServerAgent の「高信頼性通報機能*」を使うと、 ESMPRO / 
Se 「 ve 「 Manage 「075— 卜受信機能を正常に動作することができます0 

• サーバから ESMPR 〇 / ServerManager へのアラート転送を独自プロトコルで送信することによ 
り、アラートを確実に転送する機能。 

設定手順については巳31\/^1^〇/361^/6「1\/|31^96「のマニュアルを参照してください。ただ 
し、以下の制限があります。 

• 他社製 SNMP 管理アプリケーションの SNMP トラップ受信機能の動作は保証できま 
せん。 

• ESMPR 〇 / Se 「 ve 「 Agent ( NetWa 「 e 版)では高信頼性通報機能をサポートしていませ 
ん〇 

• ESM/ServerManager Ver .1.0 のエージエントでは高信頼性通報機能をサポートし 
ていません。 

• アラート通報先として設定可能な数はエージエントのバージョンによります。 

Ver .2.0/2.1 : 1力所 

Ver .2.6 : 16力所 

Ve 「.3.0 〜 3.8 : 上限なし 

ESMPRO/ActiveRecoveryManager および CLUSTERPRO / 
ActiveRecoveryManager との共存時の運用について 

同ーマシンに Active Recovery Manager の仮想 IP アドレスを使用するプ□グラムと 
巳 31\/^8 〇 /36 「ソ 6 「 1\/13 旧 96 「が共存する場合は、巳 31\/^8 〇 /361^^ 「 1\/13 旧 96 「が正常に動作で 
きないことがあります。巳31\/^8〇/361^^「1\/|311396「を使用するときには仮想1ドアドレスを使 
用するプログラムを停止してください。 

Remote Wake Up 機能を用いて起動されるシステム側の運用上の注意 

Remote Wake Up 機能を利用してシステムの電源を〇 N にするとき、システムの起動ドライ 
ブが正しく設定されていなかったり、フ□ッピーディスクドライブにフ□ッピーディスクが 
投入されたままの状態になっている場合にはシステムが起動できない場合があります。 

サスペンド/リジューム機能を要するマシンでの動作について 

サスペンド/リジューム機能を使用すると、巳31\/^8〇/36〜6「1\/13旧96「の動作が不安定にな 
る場合があります。この場合はサスペンド/リジューム機能を使用しないでください。 

Windows からログオフする場合 

データビューアを停止後□グオフしてください。データビューアを起動したままの状態で口 
グオフすると、ポップアップメッセージが表示される場合がありますが、メッセージを閉じ 
ると□グオフすることができます。 



データビューアからの DMI による電圧のしきい値設定について 

データビューアから DMK こよる電圧のしきい値設定を行う場合、操作が完了してから設定が 
反映されるまでに多少時間がかかることがあります。 

また、 DMI コンポーネントがインストールされたマシンが電圧のしきい値設定に対応してい 
ない場合、しきい値設定に失敗します。 

グラフビューアの動作について 

グラフビューアを起動後すぐに最小化して、タスクバー上のグラフビューアのアイコンをク 
リックしても、警告音が鳴り、グラフビューアが元のサイズに戻らないことがあります。こ 
の現象はグラフビューアの初期化処理中に発生しますが、何回か操作を繰り返せば元のサイ 
ズに戻すことができます。 

マネージャ間通信での DMI イベントの転送について 

マネージャ間通信では DMI イベントは転送しません。 

他の DMI 管理アプリケーションとの共存について 

他の DMI 管理アプリケーションが同ーマシンにインス I ルされている場合、データビュー 
アでの DMI 情報の表示やアラートビューアでの DMI イベントの受信が正常に動作しないこと 
があります。 

ESMPR 〇/36「ソ6「1\/|311396「と他の01\/||管理アプリケーションは共存させないようにしてくだ 
さぃ。 

複数のネットワークに属する ESMPRO / ServerManager マシンでの DMI イベントの受信について 

複数のネットワークに属する(複数の IP アドレスを持つ)マシンに ESMPRO/ServerManager 
をインストールした場合 、 Windows NT 4.0 では同じイベントを重複して受信することが、 
Windows 95/98/ Me ではイベントを受信できないことがあります。 

Express 5800シリーズからの障害通報には SNMP トラップを使用してください。 

複数のネットワークに属する ESMPRO / ServerAgent マシンからの DMI イベントの受信について 

複数のネットワークに属する(複数の IP アドレスを持つ)マシンからの DMI イベントは受信で 
きないことがあります。 

Express 5800シリーズからの障害通報には SNMP トラップを使用してください。 

DMI コンポーネントのインス I -ールされたマシンの管理について 

ESMPRO / Se 「 ve 「 Managei 1^ DMTF(Desktop Management Task Force ) が規定している 
DMKDesktop Management lnte 「 face )2.0 Conformance Requirements に対 J 心してし、ま 
す0 
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データビューアでは以下の MIF グループから情報を取得しています。 


DMTF ! Processor 1001 -009 
DMTF[Dynamic States! 00 1-002 
DMTF|System Memory Settings! 001 
DMTF|Portable Battery!001-002 
DMTF | Motherboard [001 
DMTF|System Resources! 001 
DMTRKeyboard! 001 -003 
DMTFlSystem Resources 21001 
DMTF|Mouse[001 -004 
DMTFlSystem Resource IRQ Info [001 
DMTF[Pointing Device|001 
DMTFlSystem Resource DMA lnfo|001 
DMTF|Parallel Ports!001-003 
DMTFlSystem Resource I/O lnfo|001 
DMTF|Serial Ports!001-004 
DMTFlSystem Resource Memory lnfo|001 
DMTF|Disks|001-003 

DMTFlSystem Resource Device lnfo|001-002 

DMTF|General lnformation|001 

Health Contributor!Disk Space|001 

DMTF|Memory Device!001-004 

Health Contributor!Disk Failure Prediction! 001 

DMTF|Memory Array Mapped Addresses!001-002 

Health Contributor；Parity Error Detection! 001 

DMTF|Memory Device Mapped Addresses!001-002 

Health Contributor!Virtual Memory! 001 

DMTF|Physical Memory Array|001-002 

Health Cont 「 ibuto 「 |Fans| 〇〇 1 

DMTF|Operating System! 001 

Health ContributorjTemperatures | 〇〇 1 

DMTF|Physical Container Global Table|001-002 

Health Contributor!Voltages|001 

DMTFlSystem BIOS|001 

Health Contributor!Intrusion Detection| 〇〇 1-002 

DMTFlSystem CachejO01-003 

Health Contributor!POST Error Detection! 001 

DMTFlSystem Slot! 001,004 

Health Contributor!Boot Virus Detection 1001 

DMTFjVideo BIOS|001 

Intel!Baseboard Extensions 1001 

DMTF[Video|001-004 

Intel!Memory Controller [001 

DMTF|Network Adapter 802 Port! 001 

Intel!Video Extensions!001-002 


DMTF| Network Adapter Driverj 001 

Intel!Driver InfojO01-002 

DMTF [Power Supply! 001-002 

lntel|Mouse ExtensionsjO01-002 

DMTF|Cooling Device|001-002 

Intel!Keyboard Extensions! 001 -002 

DMTF|Disk Controller|001-002 

Intel!Waveform Audio!001-002 

DMTF|Disks Mapping Table| 〇〇 1 

Intel [MIDI Audio|001-002 

DMTF!FRU|001-002 

Intel!Auxiliary Audio|001-002 

DMTF [Operational State! 001-003 

Intel!Driver Information!002 

DMTF|Mass Store Mapping Table|001 

Intel |GetOSTypej 001 

DMTF|Mass Store Segment TablejOOl 

Intel! GetOS Version | 〇〇 1 

DMTF|Mass Store Logical Drives Table! 〇〇 1 

Intel lEnvironmentVars! 001 

DMTF|Mass Store Array Info TablejOOl 

Intel! NTUserEnvironmentVarsiOOl 

DMTF|Bus Global Table|001-002 

lntel|WinTasks 161002 

DMTF|Physical Expansion Sites Table|001-002 

Inteij Win?asks 321002 

DMTF [Power Unit Global Table! 〇〇 1 

Intel! ProcessList! 002 

DMTF|Cooling Unit Global Table! 〇〇 1 

Intel! NTDrivers|001 -002 

DMTF j Partition i 001-002 

Intel! DeviceDriverChain! 002-003 

DMTF|Logical Drives|001 

Intel!Driver Extensions 1001 

DMTF|Temperature Probe 1001 

lntel!TCPIP! 001 

DMTF|Voltage Probe|001 

Intel! NetConnections! 〇〇 1 

DMTF|Physical Memory | 〇〇 1-002 

Intel!System Resources Extensions [001 

DMTF|Monitor Resolutions[002 

LANDeskj Software! 001 



アラートビューアでは以下の MIF グループの Event を受信します。 


EventGenerati 〇门 | DMTF AA C 〇〇 ling Device 
EventGeneration!DMTF AA Disk Controller 
EventGeneration! DMTF AA Disks 

EventGeneration | DMTF AA Mass Store Logical Drives Table 
EventGeneration | DMTF A 八 Physical Container Global Table 
EventGeneration | DMTF AA Physical Memory Array 
EventGeneration!DMTF 八ハ Power Supply 
EventGeneration! DMTF A 八 Processor 
EventGeneration!DMTF 八八丁 emperature Probe 
EventGeneration!DMTF 八八 Voltage Probe 
EventGeneration | lntel AA Baseboard Fans 
EventGeneration!Intel AA Baseb 〇 ard Temperatures 
EventGeneration!lntel AA Boot Virus Detection 
EventGeneration!lntel AA Chassis Fans 
EventGeneration!Intel AA Chassis 丁 emperatures 
EventGeneration 11 门 tel 八八 Disk Failure Prediction 
EventGeneration!lntel AA Disk Space 
EventGeneration| Intel AA lntrusion Detection 
EventGeneration 11 门 tel 八八 Parity Error Detection 
EventGeneration!lntel AA POST Error Detection 
EventGeneration | Intel AA Processor Fans 
EventGeneration!lntel AA Processor Temperatures 
EventGeneration!Intel 八八 Virtual Memory 
EventGeneration! Intel AA Voltages 

アラートビューアでは DMI Event のすべてを受信しますが、上記グループ以外か、上記グ 
ループでも DMTF 標準あるいは NEC 拡張以外の Event Type を持つ場合は、アラートタイプ 
は Unknown となり、データビューアとの連携は不可となります。 

2枚で構成されている DAC 960ポードの監視について 

ESMPR 〇 / ServerManagerT 、 DAC 960ボードが2枚で構成されているシステムを監視する 
場合、「システムドライブ」の一般情報画面にある「システムドライブを構成するユニット」の 
項目に情報が表示されないことがあります。 

高負荷状態での ESMPRO / ServerManager の使用について 

CPU 使用率100%の状態が長く続いた場合など、非常に高負荷な状態で運用した場合、 
「ESMBase Service と通信できなくなりました」というメッセージが表示される場合があり 
ます。 

通常 ESMPR 〇アプリケーションは ESM Base Service との通信を行っていますが、高負荷 
のため通信がタイムアウトで切断されてしまった場合に、このメッセージが表示されます。 
このメッセージが表示された場合は、マシンの負荷を下げてから再度アプリケーションを起 
動してください。 

DHCP の使用について 

ESMPR 0/ Se 「 ve 「 Managet ^ lP 7 ドレスを元に管理を行っています。そのため IP アドレスが 
動的に変わる DHCP は使用できません。 


ESMTIR0 


131 



ESMPRO / ServerManager と ESMPRO / ServerAgent 間のバケットの送受信について 

巳81\/^1^〇/361^/6「1\/|3门396「と巳31\/^1^〇/361^/6「み96111：間では、以下のようなタイミングで 
パヶットの送受信が行われます。 

WAN での接続など、課金が問題となるよラなシステムでの運用には十分ご注意ください。 
• オペレーションウィンドウによるサーバの自動発見時 

• オペレーションウィンドウによるサーバの定常的な自動発見を設定した後(指定されたイ 
ンターパルおき） 

• オペレーションウィンドウより DMI エージェントがチェックされているサーバの削除を 
行ったとき 

• オペレーションウィンドウより DMI エージェントの登録を行ったとき 
• オペレーションウィンドウより DMI エージェントを〇 ff にしたとき 
• オペレーションウィンドウより DMI エージェントを〇 n にしたとき 
• オペレーションウィンドウより Remote Wake Up 実行時 
• オペレーションウィンドウよりマネージャ間通信の設定後(不定期） 

• SNMP トラップ受信時 

• DMI イベント受信時 

• 〇 S 起動時、オペレーションウィンドウに登録されているすべての DMI エージェントに対 
して 

• データビューア起動後(約1分おき） 

• グラフビューア起動後(約1分おき） 

• 統計情報自動収集設定後、指定されたサーバに対して指定されたインターバルで 
• サーバ状態監視のための約1分おきの定期的なポーリング '* 

* オペレーションウィンドウのサーバアイコンのプロパティで、「サーバ状態監視」を Off にする 

ことにより回避することができますが、オペレーションウィンドウ上のアイコンの色にサーバ 
の状態が反映されなくなります。 

PCI ホットプラグについて 

データビューアによりサーバ情報を参照中に、 PCI ホットプラグにより当該サーバの構成を 
動的に変更した場合は、データビューアのツリーの再構築を行ってください。 

なお ESMPR 〇 / ServerAgent のトラップ送信先に ESMPR 〇/36「ソ6「1\/13旧96「マシンを登録 
済みであれば、構成変更のタイミングで 「 Slot 状態」に関するトラップが ESMPRO / 
36 「ソ 6 「 1\/|3 旧 96 「に送信されるため、巳 31\/^1^ 〇 /361^/6 「八 96111 ：マシンの構成が変更されたこ 
とを ESMPRO / ServerManagerfil で知ることができます。 

アラートビューアのオプション設定について 

アラートビューアのオプション設定を変更し[〇 K ] ボタンをクリックした後に、アラート 
ビューアを起動したまま〇 S のシャットタ'ウンを行うと、変更された設定が保存されません。 
設定変更後〇 S のシャットタ'ウンを行う前に、アラートビューアを終了させてください。 

SNMP トラップ送信先の設定について 

SNMP Trap の送信先として127.0 .0. 1は設定しないでください。 



アラートビユーアに SNMP トラップを表示させないようにするには 

本パージョンでは、 ESMPR 〇 / ServerAgent がインス I ルされていない機器からの SNMP 
トラップの内容もアラートビューア上に表示されます。この場合、アラートビューアでの夕 
イプ欄には 、 SNMP Trap と表示されます。 

これらの情報をアラートビューアに表示させたくない場合は、以下の記述を 
$\^ 〇卩 1<0 呎 ¥ 口 1^ 卩〇 ¥ 加口 ¥1^ 「 . 〇 ^ に追加してください。 このファイルがない場合は、新 
規に作成してください。 ESMPRO / Se 「 ve 「 Manage ^ C :¥ P 「 og「am Files ¥ ESMPR 〇にイン 
ストールした場合、 $ WORKDIR は C :¥ P 「 og「am Files ¥ ESMPRO ¥ NVWORK となります。 

# SNMP トラップを受信しない。 

Enterprise: * 

GenericCode: 0 
SpecificCode: * 

Logging: 〇 

Enterprise: * 

GenericCode: 1 

SpecificCode: * 

Logging: 〇 

Enterprise: * 

GenericCode: 2 
SpecificCode: * 

Logging: 〇 

Enterprise: * 

GenericCode: 3 
SpecificCode: * 

Logging: 〇 

(右上へ続く） 

Windows 95( 

Windows 95(〇 SR 2) 付属のデスクトップ管理ツールと、 ESMPR 〇 /ServerManagerODMI 
イベント受信機能は共存することができません。 

[ 回避策1】 

DMI によるサーバの管理(イベントの受信)を行う必要がない場合は以下の手順により、 
ESMPR 〇/36 「ソ 6 「 1\/|3 阳 96 「の 01\/|1 イべント受信機能を使用しないようにしてください。 

スタートメニュ ー - ^ プログラム — ESMPR 〇 — サービス 制御を起動し 、 Dmi Event 
Watcher を(動作していれば)停止させ、「自動」起動から「手動」起動に変更する。 

この後〇 S の再起動を行う必要はありません。なお、本回避策を実行しても、 SNMP 卜 
ラップは通常どおりアラートビューアに表示されます。 

【回避策2】 

DMI によるサーバの管理(イベントの受信)を行う必要がある場合は以下の手順により、デ 
スクトップ管理ツールを削除してください。 

1. スタートメニュ ー - ^プ □グラム — ESMPR 〇 — サービス 制御で Dmi Event Watcher を 
(動作していれば)停止させ、「自動」起動から「手動」起動に変更 

2. ここで 0 S の再起動 

3. コントロールパネル—アプリケーションの追加と削除でデスクトップ管理を削除 

4. ここで 0 S の再起動 


Enterprise: * 

GenericCode: 4 

SpecificCode: * 

Logging: 〇 

Enterprise: * 

GenericCode: 5 

Specif icCode: * 

Logging: 〇 

Enterprise: * 

GenericCode: * 

SpecificCode: * 

Logging: 〇 


(0 SR 2) デスクトップ管理ツールについて 
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5. スタートメニュ ー- ^プ□グラム — ESMPR 〇 — サービス制御で Dmi Event Watcher を 
自動に変更 

6. ここで 0 S の再起動 

7. スタートメニュ ー- ^プ□グラム — ESMPR 〇 — サービス制御で Dmi Event Watcher が 
開始状態になっていることを確認 

デスクトップ管理ツールは、 DMI 管理アプリケーションからの要求に応じて、動作して 
いるコンピュータの一般的な情報を返却するアプリケーションです。情報の参照を行う 
DMI 管理アプリケーションが特になければ、削除しても問題ありません。 


ESMPRO/ServerManager での DMI エージエント監視について 


1台の DMI エージェントに対して、 DMI 管理マネージャ （ ESMPRO / ServerManager、Intel 
Landesk Client Manager など)から同時に複数アクセスすると、一時的に DMI エージェント 
からデータが返却されなくなり、データビューアのツリーが正しく表示されないことがあり 
ます。しばらく待ってからツリーの再構築を行ってください。 


ESMPRO ユーザーグループ(既定値 Administrators ) について 


巳31\/^1^〇/36「\/6「1\/1311396「は巳31\/^1^〇ユーザーグループ(既定値 Administrators ) によリセキュ 
リティの管理を行っているため、この情報にアクセスできないと起動することができません。 
以下の点にご注意ください。 

• ESMPR 〇/56「ソ6「1\/|311396「のインス1ル後、 ESMPR 〇ユーザーグループの削除や名 
称の変更などは行わないでください。 

• ESMPR 〇 ユーザー グループを グロー バルグループとして登録している場合 ESMPRO / 
Se 「 ve 「 Manage 「マシンの起動前にドメインコント□ーラが起動するように運用を行って 
ください。 

ターミナルクライアントでの動作について (Windows 2000 /Windows NT 4.0) 

Windows NT Server 4.0 Terminal Server Edition および Windwos 2000 Server , Advanced 
Server の夕ーミナルクライアント上では ESMPRO / ServerManageildJM ^ しません 0 

マネージャ間通信時のバージョンについて 

異なるパージョンの ESMPR 〇/36「ソ6「1\/|31^96「間でマネージャ間通信を行うと、アラートが 
相手先マネージャに登録されない、データビューアの表示で一部の情報が表示されないなど 
の問題が発生することがあります。マネージャ間通信を行う場合は、事前に必要に応じて 
アップデートインストールを行い、巳31\/^卩〇/36「\^「1\/1311396「のバージョンをそろぇてご使 
用ください。 

ft サーバの表示について 


ft サーバの表示機能について、 ESMPRO/ServerManager Ve 「.3.8 e 以降では以下の変更を 
行っています。 

• 状態更新アラートの受信による状態更新機能の追加。 

• ft サーバのデバイス （ CPU モジュールなど)が、はじめから実装されていない場合と、取 
り外されてしまった場合の状態を区別できるよラに修正。 

表示内容：初めから空の場合 " Empty " 障害レベル:不明(状態色灰色） 

取り外された場合 " Empty " 障害レベル:警告(状態色黄色） 

• ft サーバの Simplex 状態の障害レベルを警告から正常に変更。 

• ft サーバの電源供給停止状態の障害レベルを不明から警告に変更。 
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ESMPRO/Server Agent 

ESMPR 〇 / ServerAgent は本装置に自動でインストールされる監視アプリケーションです。 
ここでは注意事項、アクセスする方法、セットアップについて説明します。 


動作環境 


ESMPR 〇 / ServerAgent を動作させることができるハードウェア/ 0 S 環境は次の通りです。 

ハードウェア 本書で説明しているアプライアンスサーバ本体 

ソフトウェア 以下のパッケージが必要です。 

• ucd-snmp 

• newt 

• slang 

• portmap 


注意 • 制限事項 


巳31\/^6〇/36「\^|7\96巾を利用する上での注意-制限事項を示します。 

• 監視機能は、機種によってサポートできないものがあります。 

• 〇 S の仕様により情報が取得できないものは、巳31\/^卩〇/36〜6「1\/|3旧96「のデータ 
ビューアで「不明」と表示されることがあります。また、〇 S の仕様によって正しい情報が 
取得できないものは、データビューアに正しい情報が表示されないことがあります。 

• ディスクアレイ監視機能を動作させるためには 、 Linux DAC 960 Drive 「バージョン 2.2.4 
が必要です。 

• 使用されているマシン環境によって、 gui の設定ツールで r 卜線が文字化けする場合があり 
ますが、それぞれの機能は問題なく使用できます。 

• ハードディスクのリードセクタ数とライトセクタ数はサポートしていません。 
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ESMPRO / ServerAgent へのアクセス 


ESMPR 〇/ Se 「\/ e 「 Agent をお使いになる場合、障害情報の通報先や各種設定をする必要があ 
ります。ここでは、 ESMPR 〇 / ServerAgent へアクセスする方法について説明します。 


1. 管理 PC から Telnet コマンドを実行する。 

[システム]画面の[保守用パスワード]で mainte ユーザーのパスワードを設定し、[サービス]画面 
でリモート□グイン ( TELNET ) を起動し、 TELNET コマンドを実行します。 

リモート□グインに関しては3章の「サービス」の「リモート□グイン ( telnet )」 を参照してくださ 
し、 login 名を 「 mainte 」、 パスワードを[保守用パスワード]画面で設定したものを入力し、リモー 
卜□グインします。 

リモート□グイン後、 「 su - admin 」 とコマンドを入力してください。パスワードの入力を要求され 
たら、管理者パスワード ( admin ) のパスワードを入力します。 

□グインに成功すると、選択画面が表示されます。 


2. 力ーソルキーと < Tab >*_ を使用して使用する機能を選択し、 < Enter > キーを押す。 

メニューは、以下のとおりです。 

ESMagntconf: 監視 • 通報機能の設定 
ESMamsadm: 通報機能の設定(必須） 

ESMpowersw: POWER スイツチの設定 

ESMrasutil: HW ログ参照機能 

ok: 設定の終了 

使用されているマシンの環境によっては、選択画面の塞線が文字化けする場合がありますが、そ 
れぞれの機能は問題なく使用できます。 
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■監視機能 


ESMPR 〇 / ServerAgent が提供する監視機能について説明します。アクセス方法については 
前ページを参照してください。 


全般プ□パテイ 

この設定機能では SNMP に関する設定を行います。コント□—ルパネル ( ESMagntconf ) の 
「全般」を選択して表示される[全般]プ□パティ画面で設定します。 

• マネージャからの SNMP での設定を許可する 

マネージャから SNMP 経由でサーバの動作パラメータへアクセスする許可を設定します。 
スペースキーで設定します。 

• マネージャからのリモートシャットダウン/リブートを許可する 

マネージャからサーバをリモートシャットタ'ウンまたはリモートリブートする許可を設 
定します。「マネージャからの SNMP での設定を許可する」が許可されていないと「マネー 
ジャからのリモートシャットタ'ウン/リブートを許可する」の許可を設定することはでき 
ません。 

スペースキーで設定します。 

• SNMP コミュニティ 

エージエントが□ーカルマシンの情報を取得する時に使用するコミュニティ名を選択し 
ます。 

• ラックマウント 

ラックマウント名を設定します。 

• 筐体識別 

[ start ] ボタンをクリックすると筐体識別の機能(ランプ、ビープ音など)が作動し、 [ stop ] 
ボタンをクリックすると筐体識別の機能が停止します。 

[ stop ] ボタンをクリックしなくてもコント□—ルパネル ( ESMagntconf ) を終了すると筐 
体識別の機能は停止します。 
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CPU 負荷監視 


ESMPR 〇 / ServerAgent による CPU 負荷監視について説明します。 
CPU 監視により、 CPU 高負荷状態を早期に発見できます。 


機能説明 

ESMPR 〇 / ServerAgent は高負荷状態の CPU を発見すると、 syslog へのメッセージ出力 
と、 ESMPR 〇/361^^「1\/|3门396「へのアラート通報を行います。 ESMPRO/ServerManager 
のデータビューアを参照すると、異常状態の CPU を確認できます。 

CPU の負荷状態は、「個々 CPU 」 と「サーバ1台」の2種類の単位で監視できます。そのため、 
個々の CPU にとらわれず、サーバ1台を1つのパッケージとして監視できます。 


設定 

監視間隔や監視対象となる CPU の選択、監視の有効/無効、および異常と警告のしきい値と 
開放値の設定ができます。設定は、コント□ールパネル ( ESMagntconf ) の 「 CPU 負荷」を選 
択して表示される 「 CPU 負荷」画面で行います。 

ii -〇 既定値では cpu の負荷監視は行われません。 cpu の負荷監視が必要な場合は、監視を行う 
ように設定を変更してください。 CPU 負荷率のしきい値は、基本的に変更する必要はあり 
ません。任意の値に変更することもできますが、値によっては頻繁に CPU 負荷に関するア 
ラートが通報されることも考えられます。 CPU 負荷率のしきい値を変更する場合、システ 
ムの負荷によってアラートが頻繁に発生することがないような値を設定してください。 

• 監視間隔 

監視間隔を設定します。監視の単位は秒で、設定範囲は1〜60。選択できる値は60の約 
数となる値だけです。 < t >、 <丨>キーで選択します。 

• 監視対象 

監視対象の時間平均値を選択します。< 丨〉、< 丨〉キーで選択します。 

• CPU 

しきい値や監視の有効/無効などを変更する CPU を選択します 。 「TOTALJorrCPUn 
( n =1、 2…)」のうち、いずれか1つしか選択できません。 < t >、 <1>キーで選択します。 

• 監視する 

監視の有効/無効の設定を行います。チェック時は監視を行います。スペースバーで設定 
します。 

• 異常/しきい値 

異常な高負荷状態になったと判定する値(％)を設定します。 

• 異常/開放値 

異常な高負荷状態から回復したと判定する値(％)を設定します。 







警告/しきい値 

警戒すべき高負荷状態になったと判定する値(％)を設定します。 

警告/開放値 

警戒すべき高負荷状態から回復したと判定する値(％)を設定します。 



ストレージ監視 


ストレージデバイスを監視する機能の説明と設定方法について説明します。 
ハードディスク予防保守機能により、障害の早期発見が可能になります。 


機能説明 

ESMPRO/ServerAgenta, ハードディスクの エラー 発生回数を一定間隔で取得し、あらが 
じめ定めておいたしきい値との比較によりハードディスクの予防交換を判定します。特定の 
項目の エラー 発生回数がしきい値を上回った場合、 syslog への メッセージ出力と ESMPRO/ 
36 「ソ 6 「 1\/13 门 396 「へのアラート通報を行います。 ハードディスク予防保守機能により、 エラー 
発生頻度が高いハードディスクを認識できるので、「ハードディスクが故障するまえに予防 
交換する」などの対策が行えます。 


エラー 種別 

説明 

Recovered Error 

SW によりリカバーされた SCSI 関連エラー 

Not Ready Error 

HW が使用不可状態である場合のエラー 

Media Error 

Bad Block などのメディアエラー 

Hardware Error 

SCSI コント□ーラが原因の HW エラー 


91-0 參 SCSI コント□ーラが原因の HW エラー八ードディスク予防保守機能で検出する監視項 
匱^ 目ごとのエラー情報は、 ESMPRO / ServerManager のデータビューアでは参照でき 

ません。また、予防保守判定の結果、「異常」もしくは「警告」の状態になっても、統合 
ビューアのサーノ（アイコン、データビューアの各アイコンの状態色は変化しません。 

• 八ードディスク予防保守機能で検出した障害は、アラート通報もしくは syslog に記録 
されたイベントでのみ認識できます。 


予防保守機能のしきい値判定は、4時間あたりの エラー 発生回数を元に行われます。そのた 
め、予防保守判定に使用する監視項目のデータは4時間ごとにリセットされます。 

I n-0 ハードディスクを交換した場合、交換したハードディスクに対して新たに監視を行うため、 
ストレー ジ 監視をリセ ッ トする必要があります。 


設定 

コント□—ルパネル (ESMagntconf) の「ストレージ」を選択して表示される「ストレージ」画面 
で行います。 


n -〇 八ードディスク予防保守機能は、既定値で「有効」になっています。本機能は八ードディス 
クの信頼性を保つためには必須の機能です。「有効」のまま使用してください。 

なお、ハードディスク予防保守機能で用いるしきい値は、 Express 5800シリーズにおけ 
る八ードディスクのエラー回数を管理する上で最適な値を既定値として設定しており、通常 
の使用においては変更する必要はありません。なんらかの理由によりしきい値を変更する場 
合、必ず保守員に相談の上、変更してください。 















• 監視間隔 

監視間隔を設定できます。監視間隔の単位は秒で、設定範囲は1〜3600。既定値は6〇 

(秒)。 

• デバイス ( HD ) 

設定対象のディスク選択します。<丨>、<丨>キーで選択します。 

• [しきい値]ポタン 

「しきい値」設定画面を開きます。 

• [リセット]ポタン 

デバイス監視をリセットします(ディスク交換時などに実行します)。 

• [ Default ] ポタン 

しきい値を既定値に戻します。 

• 「しきい値」画面 

-しきい値 

-しきい値の設定を行うエラーを指定します。 

<个>、<1>キーで選択します。 

-監視する 

それぞれのエラーに関して監視の有効/無効を設定します。チェック時は監視を行い 
ます。スへースノ、一で言文定します。 

-異常 

異常な状態になったと判定する値を設定します。 

-警告 

警戒すべき状態になったと判定する値を設定します。 
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ファイルシステム監視 


巳31\/^1^〇/36「ソ6「八96门1：による装置のファイルシステム監視について説明し ます。 
ファイルシステム監視機能は、サーバのファイルシステムの管理と空き容量の監視を行いま 
す。 ファイルシステムの空き容量を監視すると、空き容量の不足を早期に発見で きます。 


機能説明 

ファイルシステム監視は、システムにマウントしているファイルシステムの空き容量を、 
ディスク使用率(％)もしくはディスク空き容量 ( MB ) のいずれかで監視します。 ESMPRO / 
ServerAgent は空き容量の不足を検出すると、 syslog へのメッセージ出力と、 ESMPRO / 
36「ソ6「1\/13门396「へのアラート通報を行います。データビューアを参照すると、空き容量の不 
足したドライブを確認できます。 


設定 

コント□—ルパネル ( ESMagntconf ) の「ファイルシステム」を選択して表示される「ファイル 
システム」画面で行います。 

n -〇 ファイルシステムの使用率、空き容量監視機能は、□一カルに接続されたハードディスク上 
のファイルシステムのみを監視対象とします。リモートでマウントしているファイルシステ 
ム、 CD - ROM やフロッピーディスクなどのハードディスク以外のファイルシステムは監視 
対象外となります。 

• 監視間隔 

監視間隔を設定できます。監視間隔の単位は秒で、設定範囲は1〜3600。既定値は6〇 

(秒)。 

• ファイルシステム 

監視を行うファイルシステムを選択します。 < t >、 <1>キーで選択します。 

• 監視しない 

チェック時は、監視を行いません。スペースパーで設定します。 

• 使用率監視 

チェック時は、使用率監視を行います。スペースバーで設定します。しきい値および開 
放値は％単位で設定します。 

• 空き容量監視 

チェック時は、空き容量監視を行います。スペースバーで設定します。しきい値および 
開放値は MB 単位で設定します。 

• 異常/しきい値 

異常な状態になったと判定する値を設定します。 






異常/開放値 

異常な状態から回復したと判定する値を設定します。 

警告/しきい値 

警戒すべき状態になったと判定する値を設定します。 

警告/開放値 


警戒すべき状態から回復したと判定する値を設定します。 



ネツトワーク （ LAN ) 監視 


巳31\/^1^〇/361^/6「八96门1：による装置の1_み1\1監視について説明します。 

LAN 監視機能により、サーバの送受信パケットを監視できます。パケットの監視により、回 
線の障害、回線の高負荷、サーバリソースの不足を発見できます。 


機能説明 

LAN 監視機能では、単位時間(監視間隔)に発生した破棄パケットやエラーパケットが多い場 
合、ネットワークに障害が発生したと判断して syslog へのメッセージを出力と、 ESMPRO / 
Se 「 ve 「 Managei ^\075— 卜通報を行います。 

LAN に関する障害の判定は、監視間隔中に発生した送受信バケット数に対する割合で行って 
いるので、一時的な負荷増大などによりメッセージが登録される場合もあります。メッセー 
ジが登録された場合でもすくに回復している場合は問題ありません。 

回復しなかった場合や頻繁に発生する場合は、ネットワーク環境(八ードウエアも含む)の確 
認や、負荷を分散してください。 


設定 

監視間隔やしきい値の設定をコント□ールパネル ( ESMagntconf ) の 「 LAN 」 を選択して表示さ 
れる 「 LAN 」 画面で行います。 

• 監視間隔 

監視間隔を設定できます。単位は秒で、設定範囲は1〜3600。既定値は180(秒)。 

• 回線障害発生の割合 

アライメントエラー、 FCS エラー、キャリアセンスエラー共通のしきい値を設定しま 
す。単位は96で、設定範囲は〇〜100。既定値は50(%)。 

• 送信リトライ発生の割合 

回線高負荷(送信リトライ）のしきい値を設定します。単位は96で、設定範囲は1〇〜 
50%。既定値は35(%)。 

• 送信アポート発生の割合 

回線高負荷(送信アポート）のしきい値を設定します。単位は96で、設定範囲は1〇〜 
50%。既定値は35(%)。 





ディスクアレイ監視 

ESMPR 〇 / ServerAgent によるディスクアレイ監視について説明します。 

ディスクアレイ監視機能により、サーバのディスクアレイの状態監視が行えます。 


機能説明 

ディスクアレイ監視は、システムのディスクアレイシステムを監視し、ハードディスクの障 
害を検出します。 

ディスクアレイ監視機能は、 Mylex ディスクアレイドライバ (Linux DAC 960 Driver ) が作成 
するログファイル (/ p 「 oc /「 d 下)を一定間隔で参照してディスクアレイシステムの状態に関す 
る情報を取得します。 

ESMPR 〇 / ServerAgent はハードディスクの障害を検出すると、 syslog へのメッセージ出力 
と、 ESMPR 0/ Se 「 ve 「 Managei ^ O 75— 卜通報を行います。 


=/L 中 

K XE 

コント□—ルパネル ( ESMagntconf ) の 「 Mylex 」 を選択して表示される 「 Mylex 」 画面で行いま 
す。 

♦ 監視間隔 

監視間隔を設定できます。監視間隔の単位は秒で、設定範囲は10〜3600。既定値は6〇 
(秒)です0 
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温度監視 


巳31\/^8〇/361^^「八96巾による装置内部の温度監視について説明します。温度監視により、 
サーバ内の温度異常(高温 • 低温)を早期に検出できます。 


機能説明 

ESMPR 〇 /Server Agent は温度異常を検出すると、 syslog へのメツセージ出力と、 
ESMPR 0/ Se 「 ve 「 Managei ^ O 75— 卜通報を行います。 ESMPRO/ServerManagerO 
データビューアを参照すると、障害の発生したセンサを確認できます。 

また、障害の度合いに応じて、継続運用が危険な場合にはサーバをシャツトタ'ウンします。 
さらに、運用中に温度センサが故障した場合には、故障したセンサを自動的に監視対象外に 
しています。 


設定 

コント□ールパネル ( ESMagntconf ) の「温度」を選択して表示される「温度」画面で行います。 

H -〇 サーバ稼働中、 ESMPRO / ServerAgent は常にサーバの温度を監視します。温度監視の 
しきい fii は、それぞれの装置ごとに最適な値が設定されています。そのため、通常の運用に 
おいてはしきい値を変更しないでください。 

• 温度センサ 

監視を行うロケーションを選択します。 < t >、 <丨>キーで選択します。 

• 監視する 

監視を行ラロケーション毎に、監視の有効/無効を設定します。チェック時は監視を行 
います。スペースバーで設定します。 

• 異常高温/しきい値 

異常高温のしきい値を設定します。本値を超えると高温異常通報を行います。 

• 警告高温/しきい値 

警告高温のしきい値を設定します。本値を超えると高温警告通報を行います。 

• 警告低温/しきい値 

警告低温のしきい値を設定します。本値を下回ると低温警告通報を行います。 

• 異常低温/しきい値 

異常低温のしきい値を設定します。本値を下回ると低温異常通報を行います。 

各しきい値は次の大小関係に従います。大小関係が不正の場合は、コントロールパネルから 
エラーが表示され、設定は許可されません。各値の大小関係は、次のとおりです。 


異常高温しきい値 > 警告高温しきい値 > 警告低温しきい値 > 異常低温しきい値 








電圧監視 


ESMPRO / ServerManager , ServerAgent を利用して、サーバの電圧を 1 e 視できます。電 
圧監視により、電圧変動などサーバが異常状態となった場合に迅速に対応できます。 

機能説明 

ESMPR 〇 / ServerAgent は電圧異常を検出すると、 syslog へのメツセージ出力と、 
ESMPR 0/ Se 「 ve 「 Managei ^ O 75— 卜通報を行います。 ESMPR 〇 /ServerManagerO 
データビューアを参照すると、障害の発生したセンサを確認できます。 

また、障害の度合いに応じて、継続運用が危険な場合にはサーバをシャットタ'ウンします。 


=/L 中 

K XE 

コント□—ルパネル ( ESMagntconf ) の「電圧」を選択して表示される「電圧」画面で行います。 

1-0 サーバ稼働中、 ESMPRO / ServerAgent は常にサーバの電圧を監視します。電圧監視 
_ は、規定値では「監視を行う」設定となっています。また、しきい値もそれぞれのサーバに 
最適な値が設定されています。そのため、通常の運用において監視状態、しきい値を変更し 
ないで < ださい。 


電圧センサ 

監視を行う□ケーションを選択します。 < t >、 <1>キーで選択します。 

監視する 

監視を行ラロケーションごとに、監視の有効/無効を設定します。チェック時は監視を行 
います。スペースバーで設定します。 

上限異常/しきい値 

上限異常のしきい値を設定します。本値を超えると上限異常通報を行います。 

上限警告/しきい値 

上限警告のしきい値を設定します。本値を超えると上限警告通報を行います。 

下限警告/しきい値 

下限警告のしきい値を設定します。本値を下回ると下限警告通報を行います。 

下限異常/しきい値 

下限異常のしきい値を設定します。本値を下回ると下限異常通報を行います。 
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オフライン保守ユーティリティ連携 - ESRAS プロパティ- 

ESMPR 〇 / ServerAgent のオフライン保守ユーティリティとの連携について説明します。 


オフライン保守ユーティリティの有効/無効および有効時の設定をコントロールパネル 
( ESMagntconf ) から行います。 

DC スイッチ監視 

巳31\/|卩1^〇/361^/6「八96门1：にょる装置の0〇スィッチ監視にっぃて説明します。 

機能説明 

DC スイッチ （ P 〇 WER スイッチ）を押したときのアクションを設定することができます。 


=/L 中 

K XE 


コント□—ルパネル ( ESMpowersw ) の 「 DC スイッチ」画面で行います。 

• シャットダウン後電源オフ 

DC スイッチを押したときに、シャットタ'ウン後にパワーオフします。スペースバーで設 
定します。 

• 電源オフ 

DC スイッチを押したときに、直ちにパワーオフを実行します(通常の DC スイッチの処 
理)。スペースバーで設定します。 

• DC スイッチ無効 

DC スイッチの機能を無効にします。スペースパーで設定します。 






-通報設定機能 


監視項目ごとに発生時の通報(この章で説明している「アクション」と同義)についての設定、 
または変更する方法について説明します。 

通報設定は基本的に以下の流れに従って行います。 

通報手段の基本設定をする： 

通報手段の基本的な設定(通報手段の有効/無効など)を行います。 

「通報基本設定」画面で行います。 


1 


通報先旧を設定/登録する： 

既定の通報先 D (「 SNMP 」、「 TCP 」 P 」 N _ BAND 」、「 TCP 」 P _ OUT — OF _ BAND 」） を使 
用する場合は、これらの通報先 ID に通報先やスケジュールを設定します。 

任意の通報手段、任意の通報先で新しい通報先 ID を登録することもできます。 

「通報先リストの設定」画面で行います。 


1 


監視イベントに通報先 ID を結びつける： 


監視イベントに通報先 ID を設定します。監視対象のイベントが発生した場合、ここで 
結びつけた通報先に通報されます。既定の通報先以外に通報したい場合に行います。 
Syslog イベントに任意のイベントを登録することもできます。 
r エージエントイベントの設定」画面、 「 Syslog イベントの設定」画面で行います。 


設定はコント□—ルパネル ( ESMaamsadm ) の「通報設定」画面で行います。アクセス方法につ 
いては136ページを参照してください。 
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基本設定 


通報手段の有効•無効、マネージャ通報 ( SNMP ) の Trap 送信先、 エラー 発生時のシャットタ' 
ウン機能の有効 • 無効、シャツトタ'ウン開始までの時間設定を行います。 


I n -0 通報手段、シャツトダウンを無効にすると、すべての監視項目に設定されている当該通報手 
段による通報が行われなくなります。 

コント□—ルパネル ( ESMamsadm ) の「通報基本設定」画面で行います。 


rSNMP トラップ設定」画面を開く。 
SNMP trap を使い ESMPRO/Manager 
にエラーメッセージを通報する場合に選 
択する。 

「 Enalble / Disable 」 画面を開く 
LAN を使い ESMPRO / Manager にエ 
ラーメッセージを通報する場合に選 
択する。 

「 Enalble / Disable 」 画面を開く。 

WAN を使い ESMPRO/Manager 
にエラーメッセージを通報する場 
合に選択する。 


「シャツトダウン開始までの時間設定」画面を 
開き、コンピュータをシャツトダウンさせる 
までの時間を設定する場合に選択する。 



マネージャ通報 ( SNMP ) 

「通報基本設定」画面から「マネージャ通報 ( SNMP )」 を選択します。 


トラップ通報先の IP アドレスリスト 
に新しいアドレスを追加する。 


スペースバーで SNMP による通報 
の有効/無効を設定する。チェッ 
ク時に有効になる。アンチェック 
時は無効となる。 



上^ 5 ^ 



トラップ通報先の IP アドレスリスト 
から設定している IP アドレスを削除 
する。 



H -〇 ESMPRO / ServerAgent から送信する Trap の宛先は 「 SNMP トラップ設定」画面で「卜 
ラップ通報先 IP 」 に追加してください。 ESMPRO / ServerAgent は snmpd . conf に設定さ 
れる Trap Destination は使用しません （ ESMPRO / ServerAgent から送信する Trap は 
snmpd . conf に設定されている宛先には送られません）。 






















マネージャ通報 (TCPJP In - Band ) 

「通報基本設定」画面から「マネージャ通報 (TCPJP In - Band )」 を選択します。 


スぺースバーで選択した通報 
手段を有効/無効を設定する， 
チェック時に有効になり、ア 
ンチェック時は無効となる。 


T *] 通報手段有効 




マネージャ通報 (TCPJP Out - Band ) 

「通報基本設定」画面から「マネージャ通報 ( TCPJP 〇 ut - of - Band )」 を選択します。 


TCP/IP Out - of - Band 通幸艮を使う場合は ESMPRO / ServerManaged 則の RAS 
(Remote Access Service ) 設定の暗号化の設定は、「クリアテキストを含む任意の認証 
を許可する」を必ず選択してください。 


P1 


スペースバーで選択した通報 
手段を有効/無効を設定する。_ 
チェック時に有効になり、ア 
ンチェック時は無効となる。 






['*] 通報手段有効 




シャツトダウン開始までの時間設定 

「通報基本設定」画面から「シャツトタ'ウン開始までの時間設定」を選択します。 


スペースバーで通報による 
シャットダウン機能の有効厂 
無効を設定する。 

チェック時に通報による 
シャットダウン機能が有効 
になり、アンチエック時は 
無効となる。 


コンピュータがシャツトタ'ウン 
を行ラまでの時間を設定する。 
単位は秒で、設定範囲は1〜 
18000 


通報手段有効 

シャットダウン開始までの時間設定 ： m 



哩 


: ヤンセル 
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通報先リストの設定 


通報先 ID の設定変更、追加、削除を行います。 

コント□—ルパネル ( ESMamsadm ) の「通報先リストの設定」画面で行います。 

H -〇 ESMPRO / ServerAgent をインス!-ールすると、 「 SNMP 」、「 TCP—IP IN - BAND 」、 
「TCPJP OUT - OF - BAND 」 の 3 つの通報先 ID が登録されます。 

一 SNMP : マネージャ通報 ( SNMP ) 

一 TCP—IP IN - BAND : マネージャ通報 ( TCP/IP In - Band ) 

一 TCP—IP OUT - OF - BAND : マネージャ通報 ( TCP/IP Out - Of - Band ) 

「TCPJP IN - BAND」、「TCPJP OUT - OF - BAND 」 を使用する場合は、アドレス設定を 

行ってください。 


通報先リストに登録されている通報先 
ID を表示する。 


通報先 ID リスト欄で選択した • 
通報先 ID の情報を表示する。 


h mmiiEMmgMm 卜 


、鼸先 1 D 


□UT-0F-B 

IH-BflND 


メセージ 

mm 


Manager ( SNMP ) 
必要ではない SNMP 設定 


新し < 通報先 ID を追加 
する。 



選択している通報先 ID の設定を変更 
する。 


選択した通報先 ID をリス 
卜から削除する。 













通報先 ID の設定 • 変更 

通報先リストに登録されている通報先 ID の設定を変更します。 


「通報先リストの設定」画面の「通報先 ID 」 で変更したい ID を選択し、「修正」ボタンを押すと 「D 
設定」画面が開きます。設定内容は通報手段によって異なります。 

<通報手段がマネージャ通報 ( SNMP ) の場合> 

スケジュールを設定します。 



スケジュールの設定は 「 id 設定画面」の「スケジュール」ボタンで「スケジュール」画面を開いて 
行います。 


リトライの間隔を設定する。 


リトライ期限切れの時間を設定 
する。 


通報 ID ごとのエラーメッセージが"" 
通報される時間帯を設定する。 

例： 

「8-16」は午前8時から午後4時ま 
でを表す。 



トライ間隔： M 分 
トライ時間： ra 時間 

トライ時間帯 


例： S -16,19-23 + 
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< 通報手段がマネージャ通報 ( TCP」P In - Band ) の場合〉 

通報先のスケジュールを設定します。 


通報先 ID 。 
通報手段。 


n um% h 


TCP IP IN BRND 


通報先アドレス。 

「マネージヤ （TCPJP In - Band ) 」画面 
を表示する。 


-通報丰段： Manager (TCP.IP IH-BflND) 

ZP アドレ么(またはホスト名） i 10*1040*1 


||^ 2 ZSEl 9 | [ 


「スケジュール」画面を表示する。 


-「マネージャ （TCPJP In-Band) 設定」画面 

通報先の設定は 「ID 設定」画面の「宛先設定」ボタンで「マネージャ (TCPJP In-Band)」 画 
面を表示して行います。 


ESMPRO / Manager の IP アド 
レスを設定する。 


f+ トト ++ 

IP 了 K レス i またはホ スヒ丄： 



-「スケジュール」画面 

スケジュールの設定は 「 id 設定」画面の「スケジュール」ボタンで「スケジュール」画面を表 
示して行います。 


リトライの間隔を設定する。 


リトライ期限切れの時間を設定 
する。 


通報 ID ごとの エラー メッセージが 
通報される時間帯を設定する。 

例： 

「8-16」は午前8時から午後4時ま 
でを表す。 
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ISP 電話番号を設定する。 


登録できるユーザー名を設定 
する。 

登録した ユーザーの パスワード 
を設定する。 

ポート番号を設定する。既定 
値は「31134」。 


ポート番号に既定値 (3 11 34) を 
設定する。 


-「スケジュール」画面 

スケジュールの設定は 「 id 設定」画面の「スケジュール」ボタンで「スケジュール」画面を表 
示して行います。 


リトライの間隔を設定する。 


リトライ期限切れの時間を設定_ 
する。 


通報 ID ごとのエラーメッセージが t 
通報される時間帯を設定する。 

例： 

「8-16」は午前8時から午後4時ま 
でを表す。 


•リトライ間隔 ： M 
.リトライ時間 ： ra 

•リトライ時間帯 
例： 8-16,19-23 + 


分 

時間 


く通報手段がマネージャ通報 (TCPJP Out - of - Band ) の場合〉 

通報先、スケジュールを設定します。 


通報先 ID。 _ _ - 1 卜 ■ . ■ 

ID ： TCPJP OUT-GF-BfiND _ 

逆坪手 p 几 --- 通報手段 ： Manager (TCP_IP Out-of-Bend) 

孝 vt ( またはホスト名）： o.o.o.o 

_先丁 卜 L — \rTT7mj I — 論 

(TCPJP Out-of-Band) J x -\- 

る。 \ 


「マネージャ (TCPJP Out-of-Ba 
画面を表示する。 


-「マネージャ （TCP IP Out-of-Band) 設定」画面 


「スケジュール」画面を表示する。 


通報先の設定は 「ID 設定」画面の「宛先設定」ボタンで「マネージャ （TCPJP Out-Of- 
Band)」 画面を表示して行います。 


ESMPRO/Manager の IP アド 
レスを設定する。 





)-24, 


ヤンセル 
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通報先 ID の追加 

通報先リストに通報先 D を追加します。 

同一通報手段で異なる通報先を持つ通報先 D を登録しておくと、同一手段で複数の宛先に通 
報できます。 

「通報先リストの設定」画面で「追加」ボタンをクリックして 「 id 設定」画面を開いて設定しま 
す0 


通報先 ID を設定する。 
a 〜 z のアルファベット、〇〜9の数字 
の任意の組み合わせの文字列で設定 
する。 

通報手段を選択する。 

<个>、<|>キーで選択する。 

- MANAGER ( SNMP ) 

- MANAGER (TCPJP IN - BAND ) 

- MANAGER (TCPJP OUT - OF - 
BAND ) 

「宛先設定」で設定した通報先のアドレ 
スを表71^する。 





ル」画面を表示して、通報 


「宛先設定」画面を表示して、 
通報先に関する設定をする。 


< MANAGER ( SNMP ) を選択した場合> 

スケジュールの設定が行えます。 

スケジュールの設定方法は前述の「通報先 ID の設定 • 変更」と同じです。 

< MANAGER (TCPJP In - Band ) を選択した場合〉 

アドレスの設定、スケジュールの設定ができます。 

アドレス、スケジュールの設定方法は前述の「通報先 ID の設定 • 変更」と同じです。 

< MANAGER (TCPJP Out - of - Band ) を選択した場合 > 

アドレスの設定、スケジュールの設定ができます。 

アドレス、スケジュールの設定方法は前述の「通報先 ID の設定 • 変更」と同じです。 


通報先 ID の削除 

通報先リストから通報先 D を削除します。 

「通報先リストの設定」画面の「通報先 D」 で削除したい ID を選択し、「削除」ボタンを押しま 
す。 

n-O • 「 SNMP」，「TCPJP IN - BANDJ,「TCPJP OUT - OF - BAND 」 の 3 つの通報先旧はデ 
匿^ フオル ND であるため、削除できません。 


通報先旧を削除すると、監視対象のィベントからも削除されます。 
















エージェン トイ ベン ト設定 

ESMPR 〇 /ServerAgent の監視イベントに通報先 D を結びつけます。監視対象のイベントが 
発生した場合、ここで結びつけた通報先に通報されます。 

コント□—ルパネル (ESMamsadm) の「エージェントイベント設定」画面で行います。 

イベントソース配下のすべての監視イベントに対して同じ通報先 ID を一括して設定すること 
もできます。 

<監視イベントごとに設定する場合> 

-「エージエントイベント設定」画面 



「監視イベント設定」画面 


選択されているソース名 
を表73^する。 

選択されているイベント 
ID を表示する。 

スペースバーで通報後のアクション 
を設定する。 

シャットダウンとリブートは通報後 
の処理として通報先 ID とは別の扱い 
になる。 

対処方法を表示する。 


<个>、< 丨 >キーで必要な通報先 ID を 
選択する。 



「通報 ID リスト」で選択し 
た通報先 ID を追加する。 


<1>キーで 
削除する通報先 ID 
を選択する。 
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< 一括して設定する場合 > 


-「エージエントイベント設定」画面 



する「監視イベント設定」画面を開く。 

-「監視イベント設定」画面 



削除する通報先 ID 
を選択する。 
























Syslog 設定 

Syslog の監視イベントに通報先 ID を結びつけます。監視対象のイベントが発生した場合、こ 
こで結びつけた通報先に通報されます。 

任意のイベントソース、監視イベントの追加 • 削除もできます。 

コント□—ルパネル (ESMamsadm) の 「Syslog イベントの設定」画面で行います。 


通報先 ID の設定 

Syslog の監視イベントに通報先 ID を結びつけます。 

監視イベントごとに通報先 D を設定します。イベントソース配下のすべての監視イベントに 
同じ通報先 ID を一括して設定することもできます。 

<監視イベントごとに通報先 ID を設定する場合> 

- 「Syslog イベントの設定」画面 


<个>、< I >+—をイ吏し、 . 
ソース 名を選択する。 

「OFF」 を選択する。_ 


< 个 >、 < ふ > +— し'！ 

イベント ID 選択する。 

選択しているイベント 
ID のトラップ名。 




H I- 


''• ソース名 j 

- ソースに対する処理： 

- イペント IDr ■■HH 1 
Trap Nane: boot after Panic 


) OH (J) OFF 


B 




通報先 ID を設定する 「syslog アプリケー 
シヨン設定」画面を開く。 


「Syslog アプリケーシヨン設定」画面 


ソース 名、 イ ベン HD、 
キーワードを表示する。 N 


通報後のアクションを設定する。 
シャットダウンとリブートは通報後 
の処理として通報先 ID とは別の扱い 


になる。 


対処方法を表示する。 


通報用のしきい値。 


H 


ツース名： B 00 TMSGLDQGER 

イペント r 


. ,, m： 40000001 
ギーウード ： ilie system is tDooting after panic occurea 
.通報後動なじ 

> 対迅法 t I8B8WPWBMHM 

レポートカウント： 


<个>、<丨>キーで必要な通報先 ID 
を選択する。 


Syslog 監視の時間帯を設定する。 

例： 

「8-16」は午前8時がら午後4時まで 
を表す。 



「通報 ID リスト」で選択し く丨^く丨〉キーで 
た通報先 ID を追力□する。削除する通報先 D 
「通報先」で選択した通報 を選択する。 

ID を削除する。 
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< 一括で通報先 ID を設定する場合 > 

- 「Syslog イベントの設定」画面 



- 「Syslog アプリケーション設定」画面 



削除する通報先 ID 
を選択する。 
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監視イベントの追加 

Syslog 監視のイベント ソース 配下に監視イベントを追加します。 

「 Syslog イベントの設定」画面 


<个>、< I >+—をイ吏し、 . 
ソース 名を選択する。 

「OFF」 を選択する。_ 


< 个 >、 < ふ > +— し'！ 

イベント ID 選択する。 

選択しているイベント 
ID のトラップ名。 


H 机礼 ■■•Jgwgas 跑 I- 


''•ソース名 j 
■ ソースに対する処理： 


) 0H (: 不 ） OFF 


ィペント ] Dr ■ 
Trap Nane: J 


Trap Nane: boot after Panic 




「syslog イベントの追加」画面を開く。 


「 Syslog イベントの追加」画面 


ソース名。 


イベント ID、 キーワード、 
Trap name、 対処方法を入 
力する。 

イベント ID とキーワードは 
必ず入力する。 





イベン ND には、 c 、 8、または4で始まる8桁の任意の数字を16進数表記で設定しま 
す。 

キーワードは1024バイト以下の文字列を設定します。 

Trap Name は80バイト以下の文字列を設定します。 

対処法は512バイト以下の文字列を設定します。 
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監視イベントの削除 

監視イベントを削除します。 

I H -〇 ESMPRO / ServerAgent が登録している既定の監視イベントを削除することはできませ 
ん〇 


<个 > 、く i > キーを 使い • 
ソース 名を選択する。 

「OFF」 を選択する。 • 


<个>、< | > +— をイ吏し'！ 
イベント ID 選択する。 

選択しているイベント 
ID のトラップ名。 




H I- 


''•ソース名 I 
■ソースに対す'！■処理： 


) ON ⑺ OFF 


- ィペント mr mmm . — 

Trap Nane ： Boot after Panic 




| 


1_ 



イベント ID を削除する。 
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監視イベントソースの追加 

Syslog イベント監視にイベントソースを追加します。 

「 Syslog イベントの設定」画面 


<个>、< | > +— をイ吏し'! 
ソース名を選択する。 

「〇1\1」を選択する。 


選択しているイベント 
ID のトラップ名。 



「 Syslog イベントの追加」 


H 1- 

‘ス名： 3 OT 圏 EOraF 
ソース(こ 対する処理： 


(*) QN ( ) OFF 


イペント ID: 
Trap Name： 


1 ... 

i 1 

1111 - 



「 syslog イベントの追加」画面を開く。 


ソース名。 


イベント ID 、 キーワード、 
Trap name 、 対処方法を入 
力する。 

イベント ID とキーワードは 
必ず入力する。 



B1 


イベントソース名には64バイト以下の文字列を設定します。 

イベン ND には、 c 、 8、または4で始まる8桁の任意の数字を16進数表記で設定しま 
す。 

キーワードは1024バイト以下の文字列を設定します。 

Trap Name は80バイト以下の文字列を設定します。 

対処法は512バイト以下の文字列を設定します。 
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監視イベント ソースの 削除 

監視イベントソースを削除します。 



參イベントソースを削除すると、その配下のすべての監視イベントが削除されます。 

• ESMPRO / ServerAgent が登録している既定のイベントソースを削除することはでき 
ません。 


<个>、< | > +— をイ吏し'！ 
ソース名を選択する。 

「〇1\1」を選択する。 


選択しているイベント 
ID のトラップ名。 



イベントソースを削除する。 


















八ードウエアログの参照 


メニューから 「 ESMrasutil 」 を選択するとハードウエアに関する□グを参照したり、ファイル 
に保存したりすることができます。 
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